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「
表
紙
写
真
か
ら
」

今
年
は
立
正
大
学
同
窓
会
千

葉
県
支
部
の
創
立
五
十
周
年
で

あ
り
、
二
宮
別
皆
が
支
部
長
で

も
あ
る
関
係
か
ら
、
当
山
を
会

場
に
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。初
日
は
雨
が
降
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
同
窓
生
で
あ
る
渡
遽

照
敏
日
蓮
宗
宗
務
総
長
様
、
塩

崎
望
巳
総
務
局
長
様
、
片
桐
有

而
鴨
川
市
長
様
を
始
め
、
約
八

十
名
の
参
加
が
あ
り
、
午
後
二

時
の
裡
師
堂
で
の
お
開
帳
、
宝

物
拝
観
な
ど
の
諸
堂
案
内
か
ら

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
信
育
道
場
に
移
動

し
て
総
会
が
行
わ
れ
、
総
会
終

了
後
は
一
龍
斎
貞
山
さ
ん
、
貞

鏡
さ
ん
に
よ
る
講
談
を
鑑
賞
さ

れ
ま
し
た
。

懇
親
会
は
食
堂
を
会
場
と
し

て
行
な
わ
れ
、
同
窓
生
の
皆
さ

ん
は
学
生
時
代
を
懐
か
し
く
、

思
い
出
話
に
盛
り
上
が
っ
て
お

り
ま
し
た
。

立
教
開
幕
会
四
月
二
十
七
計
八
日

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
が
、
当
山

で
ご
修
行
の
折
、
一
心
に
お
祈

り
に
な
っ
た
、
虚
空
蔵
菩
薩
の

大
祭
が
、
九
月
十
三
日
に
奉
修

さ
れ
ま
し
た
。

日
蓮
大
聖
人
御
遺
文
『
善
無

畏
三
蔵
抄
』
　
に
、
「
幼
少
の
時

よ
り
虚
空
蔵
菩
薩
に
願
を
立
て

て
云
く
日
本
第
一
の
智
者
と
な

し
給
へ
と
云
云
。
虚
空
蔵
菩
薩

眼
前
に
高
僧
と
な
ら
せ
給
ひ
て

明
星
の
如
く
な
る
智
慧
の
宝
珠

を
授
け
さ
せ
給
ひ
き
。
」

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
午
前
八

時
よ
り
随
時
特
別
祈
祷
が
行
わ

れ
、
遠
路
毎
年
お
参
り
さ
れ
る

栃
木
県
無
長
講
（
樋
口
周
二
講

元
）
　
様
を
は
じ
め
、
大
勢
の
参

詣
者
が
お
参
り
に
な
ら
れ
、
終

日
、
読
経
、
お
題
目
の
音
声
が

絶
え
な
い
一
日
で
し
た
。

又
、
本
年
よ
り
「
一
人
で
も

多
く
の
方
に
虚
空
蔵
様
の
御
利

二
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
、

第
七
百
六
十
回
立
教
開
宗
慶
讃

音
楽
大
法
要
が
、
当
山
住
職
日

蓮
宗
管
長
・
内
野
日
給
狽
下
大

導
師
に
、
副
導
師
に
は
二
宮
別

営
、
並
び
に
地
元
宗
務
所
長
、

両
親
閣
妙
蓮
寺
住
職
・
上
村
貞

雄
僧
正
の
も
と
厳
修
さ
れ
ま
し

た。
来
賓
と
し
て
は
、
渡
辺
宗
務

総
長
ご
名
代
、
塩
崎
望
巳
総
務

局
長
、
地
元
大
本
山
誕
生
寺
・

石
川
日
命
猟
下
ご
名
代
橋
本
執

事
長
、
本
山
妙
覚
寺
・
堀
水
自

行
視
下
、
本
山
鏡
忍
寺
・
原
日

透
視
下
、
目
本
山
妙
法
寺
の
各

師
で
し
た
。

ま
た
今
年
は
、
地
元
安
房
東

部
組
寺
院
の
教
師
檀
信
徒
の
参

列
も
あ
り
、
総
参
列
者
数
は
例

年
よ
り
多
い
二
百
五
十
名
程
に

な
り
ま
し
た
。

法
要
は
、
有
志
に
よ
る
和
讃

奉
納
か
ら
始
ま
り
荘
厳
な
音
楽

法
要
で
あ
り
ま
し
た
。

益
を
」
と
い
う
思
い
よ
り
、
年

に
一
度
、
虚
空
蔵
大
祭
の
ご
聖

日
に
限
り
、
御
宝
前
虚
空
蔵
菩

薩
御
尊
像
左
手
の
摩
尼
宝
珠

（
宗
祖
が
た
ま
わ
っ
た
智
慧
の

宝
珠
）
　
よ
り
五
色
の
お
手
綱
を

つ
な
ぎ
ま
し
た
。
「
虚
空
蔵
様

か
ら
『
智
慧
』
を
授
け
て
い
た

だ
こ
う
」
と
、
参
詣
者
が
お
手

綱
に
な
ら
ぶ
姿
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
例
年
よ
り
多
い
参
列
者
の
中

で
、
午
後
二
時
よ
り
二
宮
別
当

を
導
師
に
、
山
務
職
員
修
法
師

出
仕
に
て
法
要
が
営
ま
れ
、
そ

の
後
、
宮
崎
執
事
長
を
修
法
導

師
に
、
参
列
者
に
　
「
智
慧
明
瞭
・

福
徳
増
進
・
家
内
安
全
・
心
願

成
就
」
　
の
御
加
持
が
修
さ
れ
、

全
国
各
地
よ
り
申
し
込
ま
れ
た

祈
願
の
読
み
上
げ
が
行
わ
れ
ま

した。
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千
葉
西
部

い
の
り
の
日

四
百
名
近
い
団
参

四
月
二
十
九
日
に
千
葉
県
西

部
宗
務
所
（
土
井
了
真
宗
務
所

長
）
主
催
の
「
い
の
り
の
日
」

が
清
澄
寺
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た。

登
山
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
旭
が
森
に
移
動
し

て
土
井
所
長
を
導
師
に
法
要
を

行
い
、
祖
師
堂
摩
尼
殿
の
参
拝
、

昼
食
前
に
御
題
目
の
写
経
、
昼

食
後
は
信
育
道
場
に
て
信
行
活

動
が
行
わ
れ
、
土
井
所
長
の
挨

拶
、
当
山
二
宮
別
富
よ
り
歓
迎

の
挨
拶
と
続
き
ま
し
た
。

千
葉
教
区
長
で
あ
る
上
村
貞

雄
千
葉
県
南
部
宗
務
所
長
に
よ

る
信
行
法
話
、
そ
の
後
、
山
本

隆
真
千
葉
県
西
部
宗
務
所
副
長

を
導
師
に
唱
題
行
が
行
わ
れ
て

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
二
十
一
日
－
二
十
二
日

の
二
日
間
、
富
山
奥
の
院
妙
見

宮
に
お
い
て
、
妙
見
宮
大
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
最
高
の
好
天
で
、

西
部
宗
務
所
管
内
教
師
・
檀
信

徒
合
わ
せ
て
、
約
三
百
八
十
名

ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
山
の
中
腹
で
バ
ス

の
号
車
ご
と
に
行
列
を
組
み
、

旧
道
を
教
師
の
太
鼓
を
先
導
に

徒
歩
で
御
題
目
を
唱
え
な
が
ら

二
宮
別
営
導
師
の
も
と
、
法

味
言
上
に
よ
り
、
お
開
帳
さ
れ

た
清
澄
の
妙
見
様
は
、
右
手
に

剣
を
持
ち
、
左
手
に
宝
珠
、
金

色
で
彩
色
さ
れ
た
立
像
の
も
の

です。一
年
振
り
に
御
尊
顔
を
拝
し

ま
し
た
そ
の
お
姿
か
ら
放
つ
御

威
光
に
、
改
め
て
有
難
い
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

午
前
中
に
は
、
地
元
の
各
漁

業
関
係
者
や
一
般
の
ご
信
者
の

方
々
が
、
大
勢
お
参
り
に
来
ら

れ
、
宮
崎
執
事
長
を
は
じ
め
、

山
務
員
修
法
師
総
出
仕
の
下
、

読
経
－
祈
祷
に
も
熱
が
入
り
、

大
祭
中
は
清
澄
の
お
山
に
読
経

の
声
、
木
鋤
の
妙
音
が
響
き
渡

り
、
活
気
の
あ
る
妙
見
宮
大
祭

と
な
り
ま
し
た
。
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棚
が
設
け
ら
れ
、
全
国
の
護
山

会
会
員
、
並
び
に
信
徒
の
皆
様

よ
り
お
申
込
み
の
あ
り
ま
し
た

卒
塔
婆
が
、
沢
山
建
て
ら
れ
法

要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

法
要
の
中
で
は
堂
内
に
散
華

が
舞
い
、
行
堂
、
卒
塔
婆
へ
の

滝
水
、
読
経
と
続
き
、
今
野
宗

郎
護
山
会
会
長
は
じ
め
、
参
列

者
が
焼
香
さ
れ
、
志
す
霊
位
に

思
い
を
馳
せ
て
お
り
ま
し
た
。

法
要
終
了
後
、
別
宮
よ
り
参

列
者
に
御
礼
の
挨
拶
が
あ
り
、

施
餓
鬼
法
要
の
意
義
と
大
切
さ

を
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

近
年
、
護
山
会
の
活
性
化
が

停
滞
し
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
当
山
護
持
顕
彰
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
と
も
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

吉
子
屋
（
少
年
少
女
修
養
道
場
）

八
月
一
日
、
午
前
十
一
時
か

ら
護
山
会
会
員
各
家
、
並
び
に

護
山
顕
彰
物
故
者
を
回
向
す

る
、
大
施
餓
鬼
会
法
要
が
二
宮

別
富
を
大
導
師
に
租
師
堂
に
お

い
て
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
要
は
、
第
七
代
別
営

塩
田
日
照
狽
下
の
代
に
発
願
さ

れ
発
足
し
た
霞
山
会
、
並
び
に

信
徒
各
家
の
ご
回
向
の
た
め
に

始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

祖
師
堂
中
央
に
は
、
施
餓
鬼

夏
休
み
に
な
る
と
、
全
国
各

地
で
子
供
た
ち
の
修
養
道
場
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
清
澄
寺
で
も
、
研
修
会

館
を
会
場
と
し
、
各
管
区
の
日

蓮
宗
青
年
会
が
主
催
と
な
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
体
験
す
る
こ
と
の
な
い

開
催
さ
れ
る

『
お
寺
で
の
生
活
』
　
に
は
じ
ま

り
、
当
初
の
不
安
そ
う
な
子
供

た
ち
の
顔
も
、
各
日
青
会
の
思

考
を
凝
ら
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
過
ご
し
て
い
く
う
ち
に
笑
顔

へ
と
変
わ
り
、
い
き
い
き
と
し

た
元
気
を
声
が
、
静
寂
な
清
澄

山
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

《
御
利
用
さ
れ
ま
し
た
各
団
体
は
…
》

七
月
二
十
四
～
二
十
五
日
　
栃
木
日
青
会
　
　
　
三
十
四
名
参
加

七
月
二
十
五
～
二
十
七
日
　
千
葉
南
部
日
青
会
　
百
十
名
参
加

七
月
二
十
人
～
二
十
九
日
　
千
葉
西
部
日
青
会
　
六
十
三
名
参
加

七
月
三
十
～
三
十
一
日
　
　
埼
玉
日
青
会
　
　
　
六
十
四
名
参
加

八
月
六
～
七
日

東
京
西
部
日
青
会
　
六
十
名
参
加

各
管
区
開
催
の
中
か
ら
地

元
、
千
葉
県
南
部
日
青
会
『
第

二
十
一
回
寺
子
屋
』
を
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

イ
ン
ド
の
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル

ド
レ
ン
の
一
目
を
視
聴
し
、
子

供
た
ち
だ
け
で
意
見
・
感
想
を

話
し
合
う
『
子
供
会
議
室
』
を

開
設
し
、
班
ご
と
に
意
見
を
ま

と
め
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し

た。
発
表
内
容
は
　
「
自
分
は
恵
ま

れ
て
い
る
」
　
「
両
親
が
仕
事
を

し
、
養
っ
て
く
れ
る
か
ら
こ
う

し
て
生
き
ら
れ
る
。
両
親
に
感

謝
」
　
「
物
を
大
切
に
す
る
」
　
「
貧

し
い
け
れ
ど
も
イ
ン
ド
の
子
供

達
は
笑
っ
て
い
た
。
近
く
に
両

親
や
友
達
が
い
る
か
ら
だ
。
誰

か
が
近
く
に
い
る
と
い
う
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
」
　
「
生
き

て
い
る
、
そ
れ
だ
け
で
ス
ゴ
イ

こ
と
・
楽
し
い
こ
と
」
等
。

時
に
は
大
人
顔
負
け
の
意
見

も
あ
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
生

活
し
て
い
る
自
分
と
、
貧
し
い

中
で
も
笑
顔
で
い
る
イ
ン
ド
の

子
供
た
ち
を
照
ら
し
合
わ
せ
、

「
命
の
尊
さ
」
　
「
あ
た
り
ま
え
は

あ
た
り
ま
え
で
は
な
い
」
　
「
感

謝
」
　
「
自
分
の
使
命
」
等
た
く

さ
ん
の
こ
と
に
気
づ
き
、
学
び

ま
し
た
。
そ
の
後
、
団
扇
太
鼓
を
た
た

き
な
が
ら
の
唱
題
修
行
、
坐
禅

修
行
の
　
『
仏
事
体
験
』
、
恒
例

の
『
肝
試
し
』
『
流
し
そ
う
め
ん
』

と
学
び
あ
り
、
笑
顔
あ
り
の
寺
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子
屋
で
し
た
。

「
お
寺
離
れ
」
が
さ
け
ば
れ

て
い
る
昨
今
、
心
が
発
達
す
る

幼
少
期
だ
か
ら
こ
そ
「
お
寺
」

を
よ
り
身
近
な
場
所
・
空
間
に

感
じ
て
欲
し
い
、
ま
た
、
お
寺

で
の
貴
重
な
体
験
を
今
後
の
生

活
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
願
う

と
こ
ろ
で
す
。

今
年
も
七
月
十
人
～
二
十
日

の
二
泊
三
日
で
コ
ス
モ
ス
幼
稚

園
の
皆
さ
ん
が
林
間
学
校
と
し

て
清
澄
寺
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

言語∵

今
回
の
皮
膜
団
参
は
、
愛
知
県
岡
崎
市
の
善
立
寺
様
で
し
た
。

愛
知
県
岡
崎
市

善
立
寺
小
幡
潮
顕
師
徒
弟

度
牒
生

皮
牒
を
受
け
ら
れ
た
の
は
御

孫
さ
ん
の
小
幡
隆
志
君
十
一
才

で
、
橿
信
徒
の
皆
様
に
見
送
ら

れ
な
が
ら
法
式
所
作
の
指
導
を

受
け
る
為
祖
師
堂
へ
出
発
し
ま

した。日
程
は
通
常
の
度
膜
と
同
じ

日
程
で
進
み
ま
し
た
が
、
度
牒

生
一
人
と
や
っ
事
も
あ
り
、
緊

小
幡
隆
志
君

張
感
漂
う
中
、
法
式
所
作
指
導
・

読
経
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

読
経
試
験
官
の
宮
崎
執
事
長

は
　
「
合
格
、
こ
れ
か
ら
は
自
信

を
持
っ
て
今
後
の
仏
道
修
行
に

精
進
し
て
下
さ
い
」
と
の
事
で

した。そ
の
間
、
檀
信
徒
の
方
々
は
、

お
題
目
写
経
を
行
い
諸
堂
を
見

園
児
百
三
十
二
名
、
職
員
三

十
三
名
総
勢
百
六
十
五
名
に
も

及
ぶ
お
泊
ま
り
保
育
で
す
。

仏
事
体
験
や
麻
縄
原
高
原
へ

の
遠
足
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど
、
日
頃
体
験
し
な
い

こ
と
ば
か
り
で
、
ま
た
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
達
と
離
れ
て
お
泊

ま
り
す
る
わ
け
で
か
ら
、
園
児

に
と
っ
て
は
大
冒
険
で
す
。

三
日
間
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、

皆
仲
良
く
過
ご
し
虚
空
蔵
菩
薩

様
に
智
慧
を
い
た
だ
い
て
元
気

に
地
元
へ
帰
ら
れ
ま
し
た
。

学
さ
れ
、
魔
尼
殿
に
て
御

開
帳
を
受
け
ら
れ
ま
し

た。
夕
食
後
は
二
十
七
日
と

い
う
事
も
あ
り
信
行
会
の

皆
様
と
一
緒
に
研
修
会
館

に
て
唱
題
行
を
体
験
さ
れ

ま
し
た
。
翌
朝
の
天
候
は
曇
り

で
、
残
念
な
が
ら
御
来
光

は
拝
め
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
五
時
三
十
分
よ
り
別

当
様
御
導
師
の
も
と
、
度

牒
交
付
式
が
厳
粛
な
空
気

の
中
、
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
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みすよさ

毎
年
恒
例
の
志
草
館
高
等
部

（
木
更
津
市
）
　
の
夏
期
合
宿
ゼ

ミ
が
八
月
二
十
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
の
四
泊
五
日
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
有
名
大
学
に
多
く
の
合

格
者
を
輩
出
し
て
い
る
志
撃
館

高
等
部
で
す
が
、
大
学
受
験
に

備
え
て
、
受
験
科
目
の
学
力
を

強
化
し
、
二
学
期
以
降
の
指
針

と
す
る
こ
と
を
目
的
に
第
一
日

目
の
二
十
日
は
午
後
か
ら
参
加

し
た
三
十
四
名
の
生
徒
は
早
速

講
義
受
講
者
と
自
主
学
習
者
に

わ
か
れ
て
熱
心
に
勉
強
し
て
お

り
ま
し
た
。

清
澄
寺
の
朝
勤
に
は
四
日
目

の
二
十
三
日
に
参
列
し
、
参
加

の
生
徒
は
虚
空
蔵
菩
薩
様
に
大

学
合
格
と
学
力
の
増
進
を
祈
念

し
っ
つ
心
を
こ
め
て
御
焼
香
を

し
て
お
り
ま
し
た
。

来
春
の
生
徒
諸
君
の
吉
報
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

山
梨
県
第
一
部
宗
務
所

檀
信
徒
特
別
研
修

田

八
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六

日
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
鴨
川
第
五
団

主
催
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
を
中
心
に
三
日
間
で

の
べ
三
十
名
の
参
加
が
あ
り
、

ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
、
望
遠
鏡
作
り
な
ど

色
々
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な

し
て
お
り
ま
し
た
。

親
元
を
離
れ
て
集
団
で
の

キ
ャ
ン
プ
は
大
変
だ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
子
供
達
は
集
団

生
活
を
経
験
し
、
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
し
、
ま
た
他
の
子
達

と
助
け
合
い
、
一
回
り
も
二
回

り
も
成
長
し
て
帰
路
に
つ
い
た

と
思
い
ま
す
。

今
号
は
、
記
事
の
内
容
か
ら

日
程
的
に
は
ラ
ン
ダ
ム
掲
載
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

従
い
ま
し
て
、
読
み
づ
ら
い

事
と
思
い
ま
す
が
ご
了
承
願
い

た
く
存
じ
ま
す
。

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」

と
良
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
今
年

は
彼
岸
が
終
わ
っ
て
よ
う
や
く

涼
し
く
、
と
思
っ
て
い
た
ら
涼

し
い
ど
こ
ろ
か
一
気
に
寒
く
感

じ
る
陽
気
に
戸
惑
っ
て
お
り
ま

す。
尖
閣
諸
島
問
題
も
テ
レ
ビ
を

拝
見
し
ま
す
と
寒
気
（
さ
む
け
）

を
感
じ
ま
す
ね
。

い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
抱
え
る

申
、
昨
年
三
月
十
一
日
の
東
日

本
大
震
災
も
一
年
半
を
過
ぎ
ま

し
た
が
、
ま
だ
殆
ど
復
興
さ
れ

て
い
な
い
感
じ
を
受
け
ま
す
。

被
災
者
の
立
場
と
し
ま
し
て

は
、
ま
だ
ま
だ
癒
え
な
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

清
澄
寺
で
は
被
災
地
の
早
期

復
興
と
物
故
者
の
御
供
養
を
連

日
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

是
非
ご
登
山
な
さ
れ
ま
し
た

ら
、
共
に
ご
回
向
を
捧
げ
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。


